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3月定例会は3月3日から２３日までの２１日間の
会期で開かれました。 
町から提出された議案は、国民健康保険税条
例の改正、平成２３年度の予算など全部で２７議案。
議員からは意見書の提出議案が3件ありました。
国保税条例の改正、２３年度一般会計予算・後
期高齢者医療特別会計予算など6議案は賛成
多数で可決、他の議案は全員賛成で可決しました。 
一般質問は3人の議員が行いました。 

南
小
学
校
建
設
に
２３
億
円

南
小
学
校
建
設
に
２３
億
円

国
保
税
は
値
上
げ 

平成23年度一般会計予算 

93億6000万円 

税金 
４７億８２７９万円 

教育費 
３２億３２万円 

民生費 
２３億４０３０万円 

土木費 
１０億４２９５万円 

総務費 
１０億２６９２万円 

衛生費 
７億２７１６万円 

消防費 
３億６４５０万円 

自主財源 
７０%

依存財源 
３０%

基金から繰り入れ 
１３億２４９５万円 

国や県から 
交付されるお金 
１７億９３８７万円 

新たな借金 
１０億円 

諸収入など 
２億９８０２万円 

公債費（借金返済） 
２億１６４３万円 

議会費 
１億５５０６万円 

商工費 
１億２４９０万円 

農業費 
１億６６１万円 

労働費・ 
予備費など 
５４８５万円 

使用料・手数料 
５５３７万円 

分担金・負担金 
１億５００万円 歳入 

歳出 
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平成23年度予算 

会計名 

一般会計 

国民健康保険 

介護保険 

後期高齢者医療 

公共下水道 

農業集落家庭排水 

国際交流 

社本育英 

土地取得 

２３年度 

９３億６０００万円 

２０億５３５０万円 

７億９６５０万円 

１億７２４２万円 

８億６４２５万円 

２３７６万円 

５６１万円 

５３４万円 

２０万円 

前年比 

２０億６０００万円 

１億４２００万円 

▲１億７０万円 

▲１７１万円 

８４０１万円 

▲５５万円 

４８５万円 

▲４６万円 

▲１万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

賦課限度額と税率等の改正 

※各項目の単位未満を四捨五入 

改正後 

 

51万円 

 

14万円 

1.5% 

 

12万円 

1.1% 

7200円 

改正前 

 

47万円 

 

12万円 

1.3% 

 

10万円 

0.9% 

6000円 

項　　目 

基礎課税額(医療分) 

賦課限度額 

後期高齢者支援金等課税額 

賦課限度額 

所　得　割 

介護納付金課税額 

賦課限度額 

所　得　割 

世帯別平等割 

■
南
小
建
設
で
２０
億
円
増
加
 

平
成
２３
年
度
の
一
般
会
計

当
初
予
算
は
９３
億
6
0
0
0

万
円
。
前
年
に
比
べ
て
２０
億

6
0
0
0
万
円
、
２８
・
2
％

の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。
南

小
学
校
の
建
設
工
事
に
２２
億

9
3
4
0
万
円
を
計
上
し
た

こ
と
が
、
増
額
の
主
な
要
因

で
す
。
 

南
小
建
設
に
か
か
る
特
定

財
源
は
①
建
設
事
業
債
（
借

金
）
１０
億
円
②
基
金
繰
入
金

（
貯
金
の
取
り
崩
し
）
5
億

2
0
0
0
万
円
③
国
か
ら
の

交
付
金
な
ど
2
億
4
3
7
5

万
円
―
―
で
、
残
り
の
5
億

3
千
万
円
弱
は
一
般
財
源
で

賄
い
ま
す
。
 

■
町
税
は
前
年
比
6
％
増
 

歳
入
の
う
ち
町
税
で
は
、

前
年
度
比
6
・
6
％
増
の
４７

億
8
2
7
9
万
円
と
し
ま
し

た
。
不
透
明
な
経
済
情
勢
、

国
に
よ
る
制
度
改
正
な
ど
不

確
定
要
素
を
は
ら
む
も
の
の
、

２２
年
度
の
決
算
見
込
み
を
も

と
に
、
若
干
の
増
加
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
 

一
方
歳
出
は
、
経
常
経
費

の
抑
制
に
取
り
組
む
た
め
に

枠
配
分
（
部
ご
と
に
割
り
当

て
た
予
算
総
額
）
を
実
施
し
、

各
部
署
で
現
行
事
業
の
効
果

を
検
証
し
、
新
年
度
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
 

八
つ
の
特
別
会
計
の
合
計

は
３９
億
2
1
5
8
万
円
で
、

前
年
比
3
・
3
％
の
微
増
で

す
。
 

■
賛
成
多
数
で
可
決
 

3
月
２３
日
の
採
決
で
、
一

般
会
計
と
二
つ
の
特
別
会
計

（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
）
は
賛
成
多
数
（
賛

成
１１
・
反
対
2
）
で
可
決
、

他
の
特
別
会
計
は
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。
 

■
新
た
な
取
り
組
み
 

▽
外
坪
地
区
で
の
生
ご
み

回
収
を
試
行
▽
幼
稚
園
児
の

給
食
費
を
補
助
▽
就
学
前
児

童
の
一
時
預
か
り
を
実
施
▽

子
育
て
支
援
員
の
養
成
▽
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
▽
米
粉
を
使
っ

た
商
品
の
研
究
―
―
な
ど
。
 

限
度
額
と
税
率
を
改
正
 

国
民
健
康
保
険
税
 

1
・
2
級
者
は
無
料
に
 

精
神
障
が
い
者
医
療
 

   医
療
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険

の
賦
課
限
度
額
と
税
率
等
を

改
正
し
ま
し
た
。
 

増
税
に
反
対
す
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

（
賛
成
１１
・
反
対
2
）
で
可

決
し
ま
し
た
。
 

改
正
の
内
容
は
下
表
は
次

の
通
り
で
す
。
＝
関
連
　
　

面
       精

神
疾
患
に
限
定
し
て
い

た
医
療
費
の
助
成
を
、
全
て

の
疾
病
に
拡
大
し
ま
す
。
対

象
者
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
の
1
級
と
2
級
に
該

当
す
る
人
で
す
。
 

対
象
者
に
は
受
給
者
証
が

発
行
さ
れ
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
す
れ
ば
自
己
負
担

は
無
料
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
改
正
は
7
月
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。
 

 東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
義
援
金
を
盛
り
込
ん
だ
２２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
が

議
会
最
終
日
の
２３
日
に
提
出

さ
れ
、
議
会
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
 

義
援
金
の
3
0
0
万
円
は
、

五
条
川
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
中
止
し
た
財
源
を
充
当
し

ま
す
。
送
金
先
は
、
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
各
県
と
、
岩

手
県
釜
石
市
で
す
。
 

 

メッセージとともに被災者へ届けられる
支援物資 

被
災
地
に
義
援
金
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問 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

税率改正に当たってのイメージ 

質疑あれこれ
3月議会の議案の中から、主な質疑・

討論を要約してお知らせします。 

質疑あれこれ
今
回
の
国
保
税
の
改
正

で
、
1
世
帯
当
た
り
い
く
ら

の
引
き
上
げ
に
な
る
か
。
 

現
在
の
世
帯
数
と
所
得

で
試
算
す
る
と
、
5
3
0
0

円
程
度
に
な
る
。
 

地
方
税
法
施
行
令
の
改

正
に
基
づ
い
て
条
例
改
正
を

行
う
が
、
守
ら
な
い
と
い
け

な
い
も
の
か
。
 

施
行
令
で
規
定
し
て
い

る
の
は
上
限
金
額
で
、
必
ず

し
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

今
回
の
改
正
を
し
な
け
れ
ば
、

財
源
不
足
で
２３
年
度
の
予
算

を
編
成
で
き
な
い
。
そ
の
た

め
、
上
限
額
と
税
率
等
の
改

正
を
す
る
。
 

 こ
の
改
正
で
国
保
会
計

は
い
く
ら
増
収
に
な
る
の
か
。
 

基
金
の
取
り
崩
し
は
、
医

療
費
が
急
増
し
た
時
だ
け
行

う
と
し
て
い
た
が
、
今
回
は

当
初
予
算
で
取
り
崩
す
。
そ

の
理
由
は
。
 

今
回
の
税
率
改
正
で
、

約
1
5
0
0
万
円
の
増
収
に

な
る
。
 

国
保
の
財
政
調
整
基
金
は

6
7
0
0
万
円
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
う
ち
1
5
0
0
万
円
を

取
り
崩
す
。
 

保
険
税
の
改
正
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
だ
け
で
は
賄

う
こ
と
が
で
き
な
い
財
政
状

況
な
の
で
、
や
む
を
得
な
い

緊
急
的
な
措
置
と
考
え
る
。
 

 
予
備
費
の
2
0
0
0
万

円
を
も
っ
と
少
な
く
し
た
ら
、

値
上
げ
を
止
め
ら
れ
る
の
で

は
。
 国

の
通
知
で
は
、
保
険

給
付
費
の
3
％
以
上
が
望
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
 

2
0
0
0
万
円
は
1
・
5

％
に
当
た
り
、
む
し
ろ
少
な

い
く
ら
い
。
急
な
給
付
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
く

ら
い
は
必
要
と
考
え
る
。
 

   
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
の
繰
り
入
れ
を
、
抑
制

す
る
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。

ど
う
い
う
こ
と
か
。
 

平
成
２５
年
度
を
目
標
に

①
後
期
高
齢
者
医
療
を
廃
止

し
て
国
保
に
統
合
②
国
保
は

市
町
村
単
位
か
ら
都
道
府
県

単
位
に
統
一
―
―
と
い
う
方

な
ぜ
値
上
げ
を
す
る
の
か
 

国
民
健
康
保
険
税
 

財政調整基金 
年度間の財源の不均衡を調整す
るための積立金（貯金） 

予備費 
予算外および予算超過の支出に
備える費用 

２３年度 
歳出見込額 

財調基金繰入 

一般会計繰入 

税率等改正分 

前年ベースの 
歳入見込額 
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入
金
の
抑
制
 



問 □ 答 □ 向
性
が
出
さ
れ
て
い
る
。
 

各
市
町
の
繰
入
金
が
あ
る

ま
ま
、
都
道
府
県
単
位
に
統

一
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

２５
年
度
ま
で
に
繰
入
金
を
な

く
す
よ
う
通
達
が
来
て
い
る
。
 

   不
況
で
収
入
が
減
っ
て

い
る
の
に
、
国
保
税
は
上
が

る
。
住
民
は
納
得
で
き
な
い
。

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
前
年
度
よ
り
1
5
0
0

万
円
増
や
し
、
今
ま
で
取
り

崩
し
を
し
て
こ
な
か
っ
た
基

金
も
1
5
0
0
万
円
取
り
崩

す
。
そ
の
上
で
、
税
率
等
の

改
正
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
 

決
し
て
被
保
険
者
だ
け
に

負
担
を
押
し
付
け
る
わ
け
で

は
な
い
。
来
年
度
以
降
の
国

保
の
運
営
も
考
え
、
総
合
的

に
判
断
し
て
改
正
を
お
願
い

す
る
も
の
だ
。
 

採
決
採
決
の
結
果
結
果
、可
決
可
決
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
賛
成
11
、反
対
反
対
２
）
 

（
賛
成
11
、反
対
2
）
 

国
保
税
の
改
正
 

国
保
税
の
改
正
 

税
負
担
を
抑
え
た
改
正
 

 賛
成
 

丹
羽
　
勉
 

現
行
の
ま
ま
で
は
国
保

の
財
源
は
不
足
す
る
。
収

入
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

医
療
費
の
支
出
を
抑
え
込

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
例
年
よ
り
追
加
し
、

財
政
調
整
基
金
も
投
入
す

る
。
被
保
険
者
だ
け
に
負

担
を
負
わ
せ
る
も
の
で
は

な
い
。
 

将
来
的
に
保
険
制
度
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
あ

る
程
度
の
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
は
必
要
だ
。
 

国
保
へ
の
繰
入
を
増
や
せ
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

国
保
税
が
上
が
れ
ば
、

滞
納
世
帯
が
増
え
る
。
滞

納
世
帯
が
増
え
れ
ば
、
払

え
る
世
帯
に
し
わ
寄
せ
が

い
く
。
ま
さ
に
悪
循
環
。

こ
の
原
因
は
、
国
の
負
担

割
合
が
減
少
し
て
い
る
か

ら
だ
。
国
に
増
額
を
求
め

て
い
く
べ
き
だ
。
 

年
金
や
給
与
は
減
少
し

続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た

中
で
保
険
税
が
上
が
る
と
、

生
活
は
一
層
苦
し
く
な
る
。
 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
や
財
政
調
整
基
金
を
、

も
っ
と
増
や
す
方
法
も
あ

る
。
 

値
上
げ
は
断
固
反
対
だ
。
 

質疑あれこれ　国民健康保険税 

討論 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は

2
月
9
日
、
多
年
に
わ
た
る

自
治
功
労
の
功
績
を
た
た
え
、

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
 

大
口
町
で
は
、
吉
田
正
議

員
が
１５
年
以
上
の
功
労
者
に

該
当
し
ま
し
た
。
 

3
月
定
例
会
初
日
に
、
表

彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
酒
井

久
和
議
長
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
が
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
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値
上
げ
は
反
対
 



問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

で
は
「
地
域
自
治
組
織
の
自

主
性
・
自
立
性
を
尊
重
し
、

地
域
自
治
を
実
施
す
る
た
め

に
、
権
限
と
財
源
を
委
ね
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
行
政
区
交
付
金

を
見
て
も
一
向
に
増
え
て
い

な
い
。
今
後
ど
う
す
る
つ
も

り
な
の
か
。
 

「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
会
」
を
発
足
し
①
新
た
な

地
域
自
治
組
織
と
制
度
②
権

限
と
財
源
の
移
譲
―
―
を
検

討
し
て
い
る
。
 

昨
年
１１
月
に
は
、
議
会
全

員
協
議
会
で
中
間
報
告
を
し

た
。
２３
年
秋
頃
ま
で
に
方
向

性
を
示
し
て
い
き
た
い
。
 

 
地
方
議
員
年
金
制
度
が

廃
止
さ
れ
る
。
費
用
は
全
額

地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る

と
い
う
内
容
。
自
治
体
に
よ

っ
て
は
予
算
計
上
し
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
大
口
町
は
、

町
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
の
考
え
方
か
。
 

議
員
年
金
は
、
現
職
議

員
の
掛
金
と
自
治
体
の
負
担

金
で
運
営
し
て
き
た
制
度
。

市
町
村
合
併
で
大
幅
に
議
員

が
減
少
し
、
制
度
自
体
が
破

た
ん
を
来
し
た
。
廃
止
に
な

れ
ば
現
職
議
員
の
負
担
は
な

く
な
る
が
、
現
に
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
の
権
利
を
な

く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
、
自
治
体
が
全
額
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国

は
そ
の
費
用
を
交
付
税
措
置

す
る
こ
と
に
し
た
。
 

7
月
に
も
財
源
が
枯
渇
す

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

廃
止
法
案
が
通
れ
ば
す
ぐ
に

も
負
担
金
を
請
求
さ
れ
る
。

当
初
予
算
に
計
上
し
な
け
れ

ば
、
臨
時
議
会
で
補
正
措
置

が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
く
。
 

総
額
で
い
く
ら
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
い
つ
ま
で
続

く
の
か
。
 

全
国
の
総
額
か
ら
推
計

す
る
と
、
今
後
8
年
間
で
、

2
億
1
千
万
円
程
度
に
な
る
。

い
つ
ま
で
続
く
か
は
、
年
金

と
し
て
支
払
い
が
あ
る
限
り
、

負
担
は
続
く
と
思
う
。
 

交
付
税
算
定
で
は
、
交

付
団
体
と
不
交
付
団
体
に
差

が
で
き
る
の
で
は
。
 

不
交
付
団
体
は
交
付
税

が
も
ら
え
な
い
の
で
、
算
定

の
基
礎
に
は
な
る
が
、
実
質

は
全
額
町
費
の
持
ち
出
し
と

な
る
。
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

を
大
型
化
し
た
効
果
と
、
今

後
の
導
入
計
画
は
。
 

朝
夕
だ
け
で
な
く
、
昼
間

も
大
型
バ
ス
を
運
行
し
て
は
。
 

車
両
を
大
型
化
し
た
た

め
、
乗
車
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
大
型

化
が
奏
功
し
て
い
る
。
 

車
両
を
大
型
化
す
れ
ば
経

費
が
上
が
る
。
大
型
車
両
の

導
入
は
、
歳
入
と
歳
出
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
 

大
型
車
に
な
る
と
集
落
内

ま
で
入
っ
て
い
け
ず
、
不
便

に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

路
線
等
の
検
討
は
、
住
民
の

意
見
を
参
考
に
決
定
し
た
い
。
 

    集
会
施
設
整
備
補
助
金

8
6
7
万
9
0
0
0
円
は
、

ど
う
い
う
も
の
か
。
 

下
小
口
地
区
の
本
郷
組

が
集
会
所
を
建
設
す
る
の
で
、

「
地
域
に
権
限
と
財
源
」
は
 

ど
う
な
っ
た
の
か
 

２３年度一般会計予算　質疑あれこれ

地方議員年金制度 
昭和36年に地方議会議員互助年金法
として誕生。翌37年に地方公務員等共
済組合法へ移行。任意加入から強制加
入に代わり、掛金以外に公費負担が規
定された。 
2度にわたる給付の引き下げ、掛金・
負担金の引き上げを行ったが、合併に
よる議員数の激減、行政改革による議
員定数と報酬の削減で制度を維持して
いくことが困難となり、総務省から制
度廃止の方針が示された。 
廃止は平成23年6月1日（予定）。 

昨年11月に開催された地域懇談会。町長の説明を聞く参
加者の皆さん 

おおぐち議会だより　No.185
平成  23年5月1日発行  6

大
型
大
型
バ
ス
の
導
入
導
入
は
 

大
型
バ
ス
の
導
入
は
 

集
会
所
建
設

集
会
所
建
設
は
ど
こ
に
 

集
会
所
建
設
は
ど
こ
に
 

議員年金制度廃止 
負担金4339万円 



問 □ 答 □ 

答 □ 
問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

町
の
補
助
要
綱
に
基
づ
き
、

施
設
の
本
体
事
業
費
の
3
分

の
2
を
補
助
す
る
。
 

新
築
の
ほ
か
、
大
規
模
修

繕
も
該
当
す
る
。
 

    他
の
委
員
会
な
ど
の
報

酬
と
比
べ
て
、
消
防
団
員
の

報
酬
は
安
い
と
思
う
。
改
正

の
考
え
は
。
 

近
隣
市
町
で
比
べ
る
と
、

団
員
の
報
酬
は
最
も
高
い
。

ま
た
、
1
回
の
出
動
に
対
す

る
手
当
（
2
5
0
0
円
）
も

充
実
し
た
方
だ
。
 

よ
っ
て
、
改

正
は
考
え
て
い

な
い
。
 

    「
ド
ア
ノ
ッ
キ
ン
グ
事

業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
子

育
て
支
援
員
の
養
成
に
取
り

組
む
」
と
の
こ
と
だ
が
、
ど

う
い
う
も
の
か
。
 

ド
ア
ノ
ッ
キ
ン
グ
事
業

は
、
子
育
て
に
悩
み
、
家
に

引
き
こ
も
り
が
ち
な
母
親
を

支
援
す
る
事
業
。
現
在
実
施

中
の
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

を
踏
襲
し
な
が
ら
、
1
歳
ぐ

ら
い
ま
で
に
3
回
程
度
の
訪

問
を
考
え
て
い
る
。
 

平
成
２４
年
度
の
本
施
行
を

前
に
、
担
い
手
と
な
る
子
育

て
支
援
員
を
募
集
す
る
。
研

修
と
意
見
交
換
の
中
か
ら
、

ど
う
い
っ
た
形
な
ら
実
効
性

が
あ
る
か
検
証
し
た
い
。
 

    延
長
保
育
料
の
利
用
者

が
全
体
の
4
割
も
占
め
る
。

働
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

強
ま
る
中
で
、
少
し
で
も
負

担
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
、
通
常
の
親
の
考
え
。

延
長
保
育
料
を
な
く
し
て
は

ど
う
か
。
 

逆
に
言
え
ば
、
6
割
の

人
は
通
常
時
間
だ
け
で
迎
え

に
来
て
い
る
。
こ
れ
を
お
し

な
べ
て
無
料
に
す
る
の
は
公

平
性
に
欠
け
る
。
 

通
常
保
育
と
延
長
保
育
の

線
引
き
を
し
な
け
れ
ば
、
締

ま
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

現
行
の
料
金
設
定
が
、
適
正

な
受
益
と
負
担
と
考
え
て
い

る
。
 

外
坪
地
区
で
行
う
生
ご

み
堆
肥
化
事
業
と
は
。
 

保
育
園
に
設
置
し
て
あ

る
生
ご
み
処
理
機
を
一
時
的

に
移
設
し
て
、
7
月
〜
9
月

の
期
間
に
試
行
し
て
み
る
。

焼
却
ご
み
の
減
量
が
目
的
で

あ
る
。
 

    こ
れ
ま
で
農
業
公
園
構

想
事
業
と
し
て
予
算
が
あ
っ

た
が
、
２３
年
度
に
は
な
い
。

こ
の
事
業
は
終
息
し
た
の
か
。
 

農
業
公
園
構
想
は
、
農

業
振
興
の
事
業
と
、
保
育
園

や
学
校
な
ど
で
行
う
行
事
も

含
ま
れ
て
い
た
。
２３
年
度
か

ら
は
、
農
業
公
園
構
想
の
理

念
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
し
た
。
 

質疑あれこれ　２３年度一般会計予算 

延長保育 
通常保育時間（平日：午前8時30分～午後4時30分）以外の保育。
午前7時30分～8時30分、午後4時30分～7時（南保育園は6時30分）
の時間帯がある。 
月決めと随時では料金体系が異なる。 
（例）　朝30分、夕方1時間を月決めで利用した場合。 
午前8時～午前8時30分 月額1000円 
午後4時30分～午後5時30分 月額2000円 

任命式で整列する消防団員 

アンパンマンの手作りペンダントにご満悦＝4月4日、
西保育園入園式 

おおぐち議会だより　No.185
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し
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は
 

延
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し
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地
区
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外
坪
地
区
で
生
ご
み
堆
肥
 

農
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構
想
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桜の時期には大勢の見物客が訪れる 
堀尾跡公園の裁断橋 

堀
尾
跡
公
園
の
裁
断
橋

改
修
3
0
0
万
円
は
、
ど
の

部
分
を
改
修
す
る
の
か
。
 

裁
断
橋
の
床
面
が
さ
さ

く
れ
立
っ
て
い
る
の
で
、
床

の
研
磨
と
不
良
個
所
の
埋
め

木
な
ど
を
行
う
。
 

   橋
り
ょ
う
点
検
業
務
の

委
託
内
容
と
、
そ
の
後
の
対

策
は
。
 

２２
・
２３
年
度
の
2
カ
年

で
、
町
内
の
橋
を
点
検
す
る

も
の
。
２３
年
度
は
5
9
0
万

円
の
予
算
を
組
む
。
 

点
検
し
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
改
築
す
べ
き
か
、
修
繕

す
べ
き
か
の
計
画
を
策
定
し
、

優
先
順
位
を
定
め
て
実
施
し

て
い
く
。
 

   
小
学
校
も
英
語
が
必
修

に
な
る
。
そ
れ
な
の
に
、
英

語
指
導
助
手
が
2
人
か
ら
1

人
に
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
か
。
 

5
・
6
年
生
の
平
成
２３

年
度
か
ら
の
英
語
必
修
化
を

前
に
、
大
口
町
で
は
全
学
年

と
も
英
語
を
学
ん
で
き
た
。

そ
の
た
め
、
英
語
指
導
助
手

が
2
人
必
要
だ
っ
た
。
 

学
習
指
導
要
領
の
改
定
で
、

国
語
や
算
数
な
ど
の
時
間
数

が
増
え
て
、
総
合
学
習
の
時

間
が
減
っ
た
。
総
合
学
習
の

中
で
英
語
に
取
り
組
ん
で
き

た
た
め
、
時
間
数
の
減
と
と

も
に
困
難
と
な
っ
た
。
 

4
年
生
ま
で
の
英
語
を
取

り
や
め
る
の
で
、
1
人
分
を

減
ら
す
こ
と
に
し
た
。
 

こ
こ
で
減
っ
た
予
算
は
、

少
人
数
指
導
な
ど
の
臨
時
職

員
に
回
し
て
、
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。
 

   農
力
造
進
事
業
と
は
何

か
。
 耕

作
放
棄
地
対
策
、
農

業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
を
解
消
す
る
に
は
、
農
地

か
ら
所
得
が
上
が
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ

メ
の
生
産
か
ら
、
加
工
・
販

売
に
つ
な
が
る
方
策
を
考
え

た
い
。
２３
年
度
は
、
米
粉
か

ら
パ
ン
を
つ
く
る
な
ど
、
商

品
化
の
協
働
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。
 

２３年度一般会計予算　質疑あれこれ

採
決
採
決
の
結
果
結
果
、可
決
可
決
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
賛
成
11
、反
対
反
対
2
）
 

（
賛
成
11
、反
対
2
）
 

２３
年
度
一
般
会
計
予
算
 

２３
年
度
一
般
会
計
予
算
 

討論 適
切
な
予
算
配
分
だ
 

 賛
成
 

宮
田
和
美
 

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、

社
会
保
障
費
が
増
大
す
る

中
、
そ
の
制
度
維
持
と
財

源
確
保
に
、
相
当
な
苦
慮

が
予
算
か
ら
見
て
取
れ
る
。
 

依
然
と
し
て
行
財
政
運

営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
が
、
こ
う
し
た
状
況

下
で
も
、
健
全
な
財
政
運

営
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
 

幅
広
い
分
野
に
目
配
せ

し
て
お
り
、
現
段
階
に
お

け
る
精
い
っ
ぱ
い
の
予
算

配
分
が
適
切
に
な
さ
れ
て

い
る
。
 

各
項
目
で
、
不
十
分
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

震
災
の
影
響
で
、
操
業

を
停
止
し
て
い
る
企
業
も

あ
る
。
法
人
町
民
税
の
見

込
み
を
危
惧
す
る
。
 

母
子
通
園
事
業
の
給
食

費
は
無
料
に
す
べ
き
だ
。
 

延
長
保
育
料
の
廃
止
、

保
育
時
間
の
見
直
し
も
必

要
だ
。
 

国
保
特
別
会
計
へ
の
繰

り
入
れ
も
、
も
っ
と
増
額

で
き
る
は
ず
。
 

防
犯
灯
は
、
一
括
交
付

金
で
各
区
に
任
せ
る
の
で

は
な
く
、
自
治
体
の
責
任

で
設
置
せ
よ
。
 

ぐ
 

き
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検
後
の
対
策
は
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

［例］L型金具を使ったタンスの固定 

家
具
転
倒
防
止
の
補
助

金
を
９０
万
円
も
補
正
で
減
額

す
る
。
実
績
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。
 

２２
年
度
か
ら
1
0
0
万

円
の
予
算
で
補
助
を
実
施
し

た
が
、
3
月
1
日
時
点
で
2

件
の
申
請
し
か
な
か
っ
た
。
 

２３
年
度
予
算
で
は
４０
万

円
を
計
上
し
て
い
る
。
も
っ

と
利
用
し
て
も
ら
う
よ
う

P
R
す
べ
き
だ
。
 

新
年
度
は
、
転
倒
防
止

器
具
を
扱
う
業
者
に
も
周
知

し
た
い
。
高
齢
者
へ
の
周
知

は
、
担
当
部
局
と
協
議
・
検

討
す
る
。
 

個
人
町
民
税
も
固
定
資

産
税
も
、
滞
納
分
の
税
金
が

当
初
の
見
込
み
よ
り
1
千
万

円
以
上
も
収
入
で
き
て
い
る
。

ど
う
い
う
理
由
か
。
 

県
か
ら
の
職
員
派
遣
に

よ
る
徴
収
の
指
導
、
地
方
税

法
第
４８
条
に
よ
る
県
へ
の
徴

収
引
き
継
ぎ
で
、
こ
の
よ
う

な
数
字
に
な
っ
た
。
 

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め

に
も
、
今
後
も
徴
収
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。
 

生
活
を
困
窮
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
 

給
与
の
差
し
押
さ
え
は
、

国
税
徴
収
法
施
行
令
に
準
拠

し
執
行
し
て
い
る
。
1
カ
月

１０
万
円
、
扶
養
親
族
1
人
に

つ
き
4
万
5
0
0
0
円
と
い

う
加
算
規
定
が
あ
り
、
そ
の

額
を
超
え
る
差
し
押
さ
え
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
 

心
配
さ
れ
る
よ
う
な
徴
収

は
し
て
い
な
い
。
 

   緊
急
保
証
制
度
で
融
資

を
受
け
た
件
数
と
金
額
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
。
 

ま
た
、
金
融
機
関
が
融
資

を
断
っ
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。
 

平
成
２３
年
2
月
末
現
在

で
２７
件
の
申
請
が
あ
り
、
金

融
機
関
に
よ
る
貸
付
額
は
3

億
5
1
6
0
万
円
に
上
る
。
 

町
が
認
定
し
て
金
融
機
関

に
申
請
を
送
る
形
な
の
で
、

金
融
機
関
が
断
っ
た
と
い
う

情
報
は
確
認
し
て
い
な
い
。
 

税
金
の
滞
納
が
あ
っ
て

も
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

変
更
で
き
な
い
か
。
 

融
資
と
い
う
制
度
で
運

用
し
て
い
る
以
上
、
一
定
の

線
を
堅
持
し
て
対
応
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
。
 

    介
護
保
険
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
を
1
億
3
5
0
 

0
万
円
も
減
額
補
正
を
す
る
。

ど
う
い
う
理
由
か
。
 

受
給
者
お
よ
び
給
付
費

見
込
み
が
、
事
業
計
画
と
懸

け
離
れ
た
た
め
に
起
き
た
。
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
軽
減
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

増
加
な
ど
、
使
い
や
す
い
制

度
に
改
善
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
 

決
算
額
で
み
れ
ば
前
年

度
よ
り
給
付
費
が
上
が
っ
て

お
り
、
町
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
問
題
が
あ
る
と
は
思
わ
な

い
。
団
塊
の
世
代
の
方
が
、

高
齢
化
に
伴
い
介
護
が
必
要

に
な
る
と
き
が
目
前
に
来
て

い
る
。
そ
の
前
に
、
地
域
の

中
で
、
お
互
い
を
支
え
合
う

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
 

家
具
転
倒
防
止 

補
助
金
の
周
知
を 

質疑あれこれ　２２年度補正予算 

地方税法第48条 
高額や滞納整理が困難な
事案を対象に、市町村から
徴収の引き継ぎを受けて県
が徴収する特例措置。 
本来、個人の町県民税は、
県税分を合わせて町が徴収
する仕組みになっている。 
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滞
納
分
増
収

滞
納
分
増
収
の
理
由
理
由
は
 

滞
納
分
増
収
の
理
由
は
 

貸
付
額

貸
付
額
は
3
億
5
千
万
円

千
万
円
 

貸
付
額
は
3
億
5
千
万
円
 

介
護
保
険

介
護
保
険
は
制
度
改
正

制
度
改
正

が
必
要
必
要
で
は
な
い
か
 

介
護
保
険
は
制
度
改
正

が
必
要
で
は
な
い
か
 



3月定例会では3人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

 

中
小
企
業
憲
章
の
制
定
を 

副
町
長 

同
じ
理
念
で
支
援
を
構
築 

首
長
と
議
員
を
別
々

に
選
挙
す
る
二
元

代
表
制
が
、
地
方
自
治
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
一
定
の
機
能

を
果
た
し
て
き
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
議
員
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
い
い
」
「
首
長
の

言
う
こ
と
を
聞
く
議
員
が
過

半
数
に
な
れ
ば
い
い
」
と
い

う
よ
う
な
名
古
屋
市
議
選
挙

で
の
動
き
は
、
地
方
自
治
を

破
壊
す
る
方
向
に
向
か
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
 

大
口
町
は
合
併
に
走
る
の

で
は
な
く
、
キ
ラ
リ
と
光
る

住
民
自
治
の
ま
ち
、
協
働
の

ま
ち
と
し
て
発
展
さ
せ
る
方

向
で
、
今
後
の
町
政
運
営
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

以
上
2
点
に
つ
い
て
、
町

長
の
見
解
を
問
う
。
 

議
会
は
、
町
と
と

も
に
住
民
福
祉
の

増
進
に
取
り
組
む
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
、
施
策
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
重
大
な
責
務
を
負
っ

て
い
る
。
利
害
を
超
え
て
真

に
議
論
す
る
二
元
代
表
制
は

保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
範
囲

と
は
考
え
て
い
な
い
。
 

「
自
己
決
定
、
自
己
責
任
、

自
主
自
立
」
と
い
う
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
が
形
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

と
し
て
、
市
町
村
合
併
に
向

け
た
町
民
と
の
合
意
形
成
づ

く
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
 

 

中
小
企
業
で
働
く

労
働
者
は
、
日
本

全
体
の
7
割
以
上
。
中
小
企

業
で
働
く
労
働
者
の
処
遇
を

改
善
し
な
け
れ
ば
、
日
本
の

消
費
購
買
力
も
向
上
し
な
い
。

中
小
企
業
の
実
態
を
把
握
し

て
、
大
事
に
守
り
育
て
て
い

く
視
点
が
大
事
。
 

「
中
小
企
業
憲
章
」
を
制

定
し
て
、
宣
言
す
る
だ
け
で

も
中
小
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
よ
っ
て
町
職
員
の
意
気

込
み
も
変
わ
っ
て
く
る
。
 

町
の
所
見
を
伺
う
。
 

中
小
企
業
憲
章

は
、
中
小
企
業

施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
を

示
し
た
も
の
。
町
と
し
て
も

同
じ
認
識
の
も
と
、
精
い
っ

ぱ
い
の
独
自
支
援
策
を
打
ち

出
し
、
そ
の
維
持
・
継
続
に

努
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
改

め
て
憲
章
を
制
定
す
る
考
え

は
な
い
。
 

緊
急
保
証
制
度
と
商
工
業

振
興
資
金
制
度
を
引
き
続
き

延
長
す
る
と
と
も
に
、
助
成

対
象
者
の
枠
も
広
げ
て
い
る
。

ま
た
、
商
工
会
で
経
営
指
導

を
受
け
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
経
営
改
善
貸
付
を
受
け

た
事
業
者
に
対
し
て
、
利
子

を
助
成
す
る
新
た
な
制
度
も

予
算
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
 

田
中 

町
長 

田
中 

副
町
長 

市町村合併の見解を 
町長 まちづくりの方針が実現してから 

田中一成  

二元代表制 
住民が首長と議員をそれぞれ直
接選挙するシステムで、首長、議
会とも住民の代表。首長には執行
権が、議会には議決権があり、そ
れぞれの独断専行を抑制する。 
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介護ボランティア制度の検討を 
部長 現状と問題点から、考えていない 

全
国
的
に
高
齢
者

の
事
故
が
増
加
し

て
い
る
。
警
察
庁
で
は
、
高

齢
や
身
体
機
能
の
低
下
で
運

転
に
不
安
な
方
を
対
象
に
、

自
主
返
納
制
度
を
導
入
し
た
。

全
国
的
に
も
返
納
を
支
援
す

る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
 

①
大
口
町
の
高
齢
者
の
運

転
免
許
保
有
率
、
交
通
事
故

件
数
の
状
況
は
。
 

②
江
南
警
察
署
管
内
に
お

け
る
自
主
返
納
の
状
況
、
お

よ
び
県
内
の
状
況
は
。
 

①
７５
歳

以
上
の

免
許
保
有
率
は
３２
・
7
％
（
平

成
２２
年
１１
月
現
在
）
。
 

平
成
２２
年
中
の
人
身
事
故

人
数
は
3
2
0
人
、
そ
の
う

ち
７５
歳
以
上
は
１７
人
。
た
だ

し
、
加
害
者
か
ど
う
か
は
把

握
で
き
な
い
。
 

②
江
南
署
管
内
の
自
主
返

納
状
況
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
は
な
い
。
県
全
体
の
返
納

者
は
2
0
5
8
人
。
 

自
主
返
納
者
に
、

巡
回
バ
ス
の
無
料

券
な
ど
を
交
付
し
て
は
ど
う

か
。
 

警
察
庁

は
２１
年

6
月
か
ら
７５
歳
以
上
を
対
象

に
、
講
習
予
備
検
査
を
義
務

付
け
、
運
転
に
対
す
る
適
応

性
を
判
断
し
て
お
り
、
高
齢

者
の
免
許
更
新
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
状
況
と
大
口
町
の
現
状

を
考
え
た
と
き
、
一
律
に
自

主
返
納
を
推
進
す
る
こ
と
は

い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
。
 

ま
た
、
交
通
手
段
の
確
保

は
、
免
許
保
有
者
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
高
齢
者
す
べ
て

の
問
題
で
あ
る
。
巡
回
バ
ス

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
利
用

方
法
で
促
進
し
て
い
く
。
 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
使
わ
な
い
の
に
、

介
護
保
険
料
が
高
い
」
と
い

う
声
に
押
さ
れ
、
元
気
な
高

齢
者
が
介
護
の
必
要
な
方
を

支
え
る
「
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
」
制
度
が
生
ま

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
介
護

保
険
の
財
源
を
活
用
で
き
、

元
気
な
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
地
域
貢
献
に
も
通
じ
る
。
 

昨
年
3
月
の
一
般
質
問
で

こ
の
制
度
を
提
案
し
た
。
 

そ
の
後
の
状
況
は
。
 

実
施
し

て
い
る

市
町
を
調
査
し
た
結
果
、
次

の
問
題
点
が
見
つ
か
っ
た
。
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

を
現
金
化
す
る
場
合
は
▽
同

じ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
も

６５
歳
以
上
の
人
し
か
お
金
が

支
払
わ
れ
な
い
▽
給
付
す
る

の
に
、
給
付
金
以
上
の
経
費

が
掛
か
る
―
―
な
ど
。
 

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
の
管
理

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

時
間
や
内
容
に
よ
っ
て
、
い

く
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
与
え
る

か
な
ど
の
問
題
点
も
あ
る
。
 

国
も
「
地
域
支
え

合
い
体
制
づ
く
り

事
業
」
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
支
援
し

て
い
る
。
 

前
向
き
に
検
討
を
。
 

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
町
内

4
つ
の
地
域
で
、
高
齢
者
が

気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況

と
、
前
述
の
問
題
点
を
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
ポ
イ

ン
ト
制
度
に
取
り
組
む
考
え

は
な
い
。
 

免
許
返
納
に
バ
ス
無
料
券
を 

部
長 
一
律
な
返
納
の
推
進
は
疑
問 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満
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国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
世
帯
、
資

格
証
明
書
の
発
行
数
、
短
期

保
険
証
の
発
行
数
は
い
く
ら

か
。
そ
の
中
に
１８
歳
未
満
の

子
ど
も
は
何
人
い
る
か
。
 

滞
納
世

帯
は
6
 

1
0
世
帯
。
そ
の
う
ち
資
格

証
明
書
は
１８
世
帯
、
短
期
保

険
証
は
９０
世
帯
あ
る
。
 

短
期
保
険
証
を
発
行
し
て

い
る
子
ど
も
は
、
５４
人
い
る
。
 

納
税
義
務
者
は
保

護
者
だ
。
子
ど
も

に
罪
は
な
い
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
を
科
す
な
。
 

国
の
基

準
に
準

じ
て
6
カ
月
の
短
期
保
険
証

を
交
付
し
て
い
る
。
 

資
格
証
明
書
や
短
期
保
険

証
の
発
行
に
至
る
ま
で
に
は
、

納
税
相
談
に
応
じ
、
世
帯
の

収
入
状
況
等
も
検
討
し
て
い

る
。
 

し
か
し
、
現
実
に
は
収
入

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

払
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
。
 

親
が
き
ち
っ
と
義

務
を
果
た
し
て
い

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
案
は

起
き
な
い
。
子
ど
も
に
は
大

変
気
の
毒
だ
が
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
滞
納
し
て
い
る
状

況
ま
で
も
許
し
て
い
く
と
い

う
話
と
は
違
う
。
 

  

B
型
・
C
型
肝
炎

の
治
療
に
は
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
が
有
効
で
あ

る
。
保
健
所
に
申
請
す
る
と
、

世
帯
の
住
民
税
所
得
割
に
応

じ
て
、
月
1
万
円
か
2
万
円

で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

が
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
に

至
る
ま
で
に
助
成
措
置
は
な

く
、
相
当
な
支
出
は
避
け
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
病

気
に
対
す
る
助
成
も
な
い
。
 

こ
う
し
た
病
気
は
人
災
だ
。

も
っ
と
医
療
費
が
掛
か
ら
な

い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
 

ほ
か
の

病
気
と

同
じ
よ
う
に
、
通
常
の
治
療

と
い
う
見
解
で
対
応
し
た
い
。
 

ど
こ
ま
で
助
成
を
し
て
い

く
か
と
い
う
非
常
に
大
き
な

問
題
に
突
き
当
た
る
。
 

原
因
を
考
え
れ
ば
、

一
般
と
は
違
う
対

応
を
取
る
べ
き
だ
。
月
1
万

円
の
負
担
だ
け
で
も
助
成
を
。
 

本
町
と

し
て
は
、

今
後
も
正
し
い
知
識
の
啓
発

や
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
る
よ
う
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
続
け
て
い
く
。
 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉田　正  

吉
田 

吉
田 

町
長 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

子どもは短期保険証にするな 
町長 滞納を許すことはできない 

国民健康保険 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
に
助
成
を 

部
長 

町
単
独
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い 

短期保険証 
通常の保険証よりも有効期
限が短いので、期限が切れる
たびに更新する必要がある。 
短期保険証は、保険証の更
新の機会をとらえて、納税相
談等を実施し、国保税の収納
率向上を図る目的をもつ。 

インターフェロン 
免疫系に働き掛け、肝炎ウ
イルスの増殖を抑え、破壊す
る治療方法 
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「地鎮の儀」で盛砂に斎鎌（いみかま）を入れる森町長 

TPPに慎重な対応を求める意見書（要旨） 
 

　TPPに参加すれば、農産物輸入も完全自由化
される。わが国の農林水産業や地域社会は、壊
滅的な打撃を受けることになる。 
　世界では食料需要の増大や異常気象による生
産性の低下が問題化しており、将来にわたって
安定的な食料確保が懸念される状況となっている。
今わが国に迫られるのは、崩壊の危機が広がる
農業を立て直し、食料自給率を向上させること
であり、農家が安心して生産の励める条件を政
府の責任で整え、各国の食料主権を尊重した貿
易ルールの確立が不可欠である。 
　よって、日本の農業と地域社会に重大な影響
を及ぼすTPPに関して慎重な対応を求めるとと
もに、農業の再生、食料自給率の向上が可能に
なる貿易ルールを確立すること、農業が安心し
て生産に励めるよう価格保障・所得補償を充実
させることを併せて要望する。 

大幅増員と夜勤改善で、安全・安心の 
医療・介護を求める意見書（要旨） 

 
　長寿世界一を誇る日本の医療は、医師・看護
師などの懸命な努力で支えられてきた。しかし、
医療現場は、長時間過密労働に加え、医療技術
の進歩や医療安全への期待の高まりなどで、医師・
看護職員などの労働環境は厳しさを増し、離職
者も多く深刻な人手不足になっている。 
　看護師など夜勤交替制労働者の労働条件を抜
本的に改善し、人手を大幅に増やして、安全・
安心の医療・介護を実現することが大切である。
そのために医療・社会保障予算を増やし、国民
が安心して暮らせる制度が求められている。 
　よって、国においては、医師・看護職員など
の大幅増員を実現し、安全で行き届いた医療・
看護・介護の拡充を図るための対策を講じられ
るよう要望する。 

住宅リフォーム助成制度を 
愛知県に求める意見書（要旨） 

 
　地元中小零細企業の仕事づくりや地域起
こしの制度として、住宅リフォーム助成制
度が注目を集めている。この制度は、地元
建設業者等に住宅リフォームを依頼した場合、
その経費の一部を自治体が助成することに
より、中小零細業者へのリフォーム工事発
注を喚起し、地域経済の活性化や雇用改善
に寄与しようとするもの。 
　秋田県が昨年3月から行っており、その波
及効果は500億円を超えると地元新聞は報
じている。県内では蒲郡市もこの助成制度
を始めた。 
　住環境の改善、地域経済の活性化、雇用
の創出など極めて大きな経済効果が期待さ
れる「住宅リフォーム助成制度」を愛知県
も設けることを求める。 

　
愛
知
北
農
協
か
ら
陳
情
の

あ
っ
た
「
T
P
P
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
緊

急
要
請
」
に
対
す
る
意
見
書

の
提
出
は
、
賛
成
多
数
（
賛

成
１１
・
反
対
2
）
で
可
決
し

ま
し
た
。
 

　
討
論
で
は
「
自
由
貿
易
体

制
の
強
化
と
国
際
競
争
力
の

確
保
の
た
め
、
T
P
P
の
参

加
交
渉
に
着
手
す
べ
き
だ
」

と
意
見
書
提
出
に
反
対
の
岡

議
員
。
一
方
、
木
野
議
員
は

「
安
心
し
て
農
業
が
営
め
る

施
策
の
充
実
を
、
同
時
並
行

で
求
め
て
い
る
」
と
し
て
賛

成
を
表
明
し
ま
し
た
。
 

　
ほ
か
に
、
医
師
・
看
護
師

の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見

書
と
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
新
設
を
求
め
る
意
見
書

を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。
 

2
月
１６
日
に
臨
時
会
を
開

会
し
、
南
小
学
校
新
築
工
事

の
請
負
契
約
議
案
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。
 

第
1
工
区
（
校
舎
棟
）
は
、

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
を

行
っ
た
結
果
、
1
社
を
除
く

１７
社
が
最
低
制
限
価
格
の
１２

億
5
2
1
6
万
9
0
0
0
円

で
応
札
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
電
子
く
じ
を
行
い
、
安

藤
建
設
㈱
名
古
屋
支
店
を
落

札
者
に
決
定
し
ま
し
た
。
 

第
2
工
区
（
体
育
館
）
は

9
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

で
、
松
岡
建
設
㈱
大
口
営
業

所
が
4
億
8
9
0
0
万
円
で

落
札
し
ま
し
た
。
 

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
て
、

3
月
3
日
に
起
工
式
が
南
小

学
校
の
校
庭
で
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
 

南小学校校舎 

１７社同額 電子くじで決定 
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東
京
都
足
立
区
に
は
中
央

図
書
館
と
、
１５
の
地
域
図
書

館
が
あ
り
、
全
館
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

図
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
を

ど
の
図
書
館
で
も
受
け
取
れ

る
し
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
か
ら
①
図
書
の
予
約
②
予

約
待
ち
状
況
の
確
認
③
貸
出

期
間
の
延
長
依
頼
―
―
が
で

き
ま
す
。
 

図
書
館
か
ら
は
、
貸
出
期

間
満
了
の
お
知
ら
せ
、
督
促

が
電
子
メ
ー
ル
で
届
き
ま
す
。

こ
う
し
た
便
利
さ
も
手
伝
っ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

が
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め

る
そ
う
で
す
。
 

ま
た
図
書
館
で
は
、
新
聞

記
事
等
の
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
無
料
で
検
索
で
き
る
の

で
、
探
し
た
い
情
報
を
簡
単

に
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

今
後
は
、
年
間
5
万
件
以

上
も
の
電
話
や
窓
口
で
の
問

い
合
わ
せ
を
、
①
電
子
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
て
回
答
す
る

②
よ
く
あ
る
質
問
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
Q
&
A
で
情
報

提
供
す
る
―
―
を
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
 

図
書
館
内
に
は
、
利
用
者

用
検
索
機
が
い
く
つ
も
設
置

し
て
あ
り
、
探
し
た
い
本
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
す
ぐ
に

検
索
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

施
策
の
問
題
点
を
学
ぶ
 

　
東
京
市
政
調
査
会
主
催

の
都
市
問
題
公
開
講
座
「
分

権
な
く
し
て
福
祉
な
し
」
を

聴
講
し
ま
し
た
。
 

第
1
部
の
基
調
講
演
は
、

千
葉
大
学
教
授
の
新
藤
宗
幸

氏
が
「
地
方
分
権
改
革
と
福

祉
改
革
」
と
題
し
た
講
演
を

し
ま
し
た
。
 

第
2
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
4
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
介
護
・
子

育
て
・
障
が
い
の
専
門
分
野

か
ら
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
後
の
国
の
方
針
な
ど
も

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
柘
植
　
満
） 

日
本
共
産
党
大
口
町
議
団

は
7
月
に
、
会
派
に
支
給
さ

れ
る
政
務
調
査
費
を
使
い
、

町
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

全
戸
に
行
き
渡
る
よ
う
に

7
8
0
0
部
作
成
し
、
８０
通

の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。
 

回
収
率
は
1
％
足
ら
ず
で

す
が
、
ご
意
見
の
中
に
は
、

窮
状
を
訴
え
る
も
の
、
改
善

を
要
望
す
る
も
の
な
ど
が
、

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
 

今
後
は
、
い
た
だ
い
た
ご

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
、
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
吉
田
　
正
） 

　
誠
真
ク
ラ
ブ
・
研
政
会
・
公
明
党
の
3
会
派

は
、
2
月
4
日
に
東
京
都
足
立
区
の
図
書
館
を

視
察
、
5
日
に
都
市
問
題
公
開
講
座
に
出
席
し

ま
し
た
。
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
 

お
近
く
の
図
書
館
で
受
け
取
れ
ま
す
 

ご意見を町政に届けます 
全戸に町政アンケート 

苦しくなった 
５５%

変わらない 
２５%

楽になった 
１%

分からない 
３%

未記入 
１６%

最近の暮らし向きは 
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

あれ
から どうなった?あれ
から どうなった?

議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載しています。 
そして、その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成22年3月定例会からピックアップしました。 

精神障がい者の医療費は、精神障がい
の治療だけではなく、すべての病気を無
料の対象にすべきだ。 

（吉田　正） 

精神障がいは、治療によって治る見込
みがあり、現在はその治療費を助成する
という考え方に立っている。 
特定健診データや国保のレセプト等を

分析する中で、今後の障がい者医療の在
り方を研究していく。 

精神に障がいがあるために、十分な健
康管理が行えず、他の病気を引き起こす
要因にもなっていた。全疾病を無料にし
たことは、障がいのある方にとって心温
まる施策になったことに違いない。 

精神障がい者の 
医療費を無料に 

特定健診データ等を 
分析し、検討していく 

精神障害者保健福祉手帳の1・2級者は、
平成23年7月から全疾病を対象に全額無
料にする。 

1・2級者はすべて無料 

質問者の満足度 

あれ
から どうなった?

　難問奇問も取り交ぜて、議

会をクイズでお知らせするコ

ーナーです。 

　はてさて、何問正解できる

かな。 

 

答は16ページです 

　次の問いは議会の会議運営について説明したものです。正し
いものはどれでしょうか。 

（1）20人の議員定数で10人しか出席しなかった。過半数に達
しないため、議会を開くことはできない。 

（2）病気のため、議会を欠席しなければならない。事前に委
任状を出していれば、自己の表決は委任者に委ねられる。 

（3）議員は議案を提出することができるが、副町長を選任す
る議案は提出できない。 

健
康
福
祉
部
長
答
弁

健
康
福
祉
部
長
答
弁 

どうなった 

健
康
福
祉
部
長
答
弁 

どうなった 
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発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

酒
井
久
和 

 

宮
田
和
美 

酒
井
　
治 

吉
田
　
正 

岡
　
孝
夫 

丹
羽
　
勉 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

穏やかな笑顔は、まさに観音様？ 

200年の伝統を 
　　守る女性たち 

200年の伝統を 
　　守る女性たち 

会議録をご覧ください 
　町議会の会議録をインターネット

で公開しています。町のホームペ

ージ内に掲載していますので、ぜ

ひご覧ください。 

大口町議会 検索 

表紙の写真 
愛知県防災航空隊の支援を
受け、丹羽消防署と大口扶桑
の両消防団が大規模災害対
策訓練を実施しました。 
写真は、4階のベランダから
はしご車で被災者を救出す
る訓練＝3月6日、大口北小
学校 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

 
 
 
 
 
　念仏講とは何ですか。 
　お念仏を通して、講中の安全・無事・息災・
幸せを祈念し、講員の親睦と心身の健全と健
康を図ることが目的です。 
　この会は善光寺さま「本郷念仏講」といい
ます。 

　どういう方がやっておられるんですか。 
　みんな本郷の方です。女性ばかり18名で、
毎月15日に本郷の集会場に集まります。 
　かなりの歴史があるということですが…。 
　200年ぐらい前から続いているそうで、私
たちもご先祖様から引き継いで、現在まで至
っています。 
　65歳以上とお聞きしましたが、皆さんお元
気ですね。 
　全員、木魚やかねをたたいてお念仏を唱え
ます。しばらくするとバチを握る手は真っ赤
になり、体中の血流が良くなります。 
　お勤めの後はみんなでおしゃべり。きっと、
これが元気の源です。 

◆　◆ 
取材を終えて 
「摩訶般若波羅密多心経。観自在菩薩…」 
　私も1時間ほど念仏講の皆さんとお念仏を
唱えました。皆さんの元気に後押しされたのか、
はたまた御仏の力か分かりませんが、少し元
気になりました。 
　近場にこんなパワースポットがあるなんて…。
驚きです。　　　　　　　　　　　（丹羽　勉） 

女性たちの元気の源、 
大屋敷の本郷念仏講を 
紹介します。 

議
会
だ
よ
り
 

3 月
定
例
会
 N
o.1
8
5

平
成
2
3
年
5
月
1
日
 

（1）×　過半数ではなく半数以上であるので、この場
合は10人でも開会できる。 

（2）×　議場にいない議員は、表決に加わることがで
きない。　 

（3）○　同意案件は市町村長に提案権が専属する。 

クイズでわかる町議会　答え 
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